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研究成果の概要（和文）：既に収集された日本語母語話者の英語学習者の書き言葉コーパス（ICLE Japanese sub-corp
us）と話し言葉コーパス（LINDSEI Japanese sub-corpus）の整備を完了した。また、両コーパスにエラータグを付け
、今後の研究で利用可能とした。そして、そのエラータグ付きコーパスを用いて、動詞、名詞、冠詞などの文法項目に
関する日本人英語学習者の特徴的な誤用を分析し、教材開発を行ない、学習用教材をweb上で公開した。更に、これま
での研究活動の成果（コーパス、エラータグ付きコーパス、教材等）を発表するwebサイトを開設し、今後も両コーパ
スに関連した情報を掲載する準備を整えた。

研究成果の概要（英文）：In this project, we have been working mainly on three things: First, we have 
closely reviewed ICLE (International Corpus of Learner English) and LINDSEI (Louvain International 
Database of Spoken English Interlanguage) Japanese sub-corpora in order to finalize the error-tagging 
procedure to both corpora. Then, we have created web-based learning materials for Japanese EFL learners 
based on the grammatical errors (verbs, nouns, articles, etc.) shown in the both error-tagged corpora. 
Finally, we have opened our group web site in order to upload and disseminate the achievement of our 
research project.

研究分野：言語学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究は、平成 12-14 年度、平成 15-18 年
度、平成 20-23 年度 (申請代表者 池上嘉彦) 
に科研費を受け国際的共同プロジェクトの一
部として実施した『日本人英語学習者の話し
言葉・書き言葉のコーパス作成とその語用論
的対照研究』を継続したものである。 
 
(2) 当初ロンドン大学で‘Survey of English 
Usage’というプロジェクトとして 20 世紀後
半にイギリス英語の収集で始まったコーパス
研究は、イギリス以外の各地の英語を母語と
する使用国における慣用(World Englishes)コ
ーパスの作成へと広がっていった。 
 
そして、非母語話者、とりわけ大学学部上級
レベルの英語学習者を対象に、第 2 言語とし
ての英語慣用のコーパスの作成へと拡大され、
平成 14 年秋にはこれまでのデータを集約し
て 、 初 の ICLE(International Corpus of 
Learner English)の CD-ROM が出版された。 
 
本研究は、1986-87 年にこれまでの申請代表
者(池上)がロンドン大学で当初のプロジェク
トに関係していたことから始まり、現在では
本部をベルギー・ルーヴァン大学に置き、世
界的規模で進められている学習者英語コーパ
スとしての「ICLE 作成プロジェクト」の日本
語母語話者の英語学習者についての資料収集、
整理を委嘱されているという事情をふまえ、
継続的に活動してきた研究に基づいている。
そして、書き言葉を収集した ICLE の後には、
LINDSEI  (Louvain International 
Database of Spoken English Interlanguage)
として話し言葉の収集活動へと拡張され、そ
れぞれ他国の研究者との共同比較対照研究が
展開される段階にまで進んでいた。 
 
ICLE、LINDSEI は各国代表期間の取り決め
に従って、データの収集を行なったことから、
世界の 20 ヶ国に近い国々から同じ条件で書
き言葉、話し言葉のデータが集められている。
その為、これに参加することによって、異な
る言語の話し手の間での非母語話者の英語使
用の比較検討が可能となった。日本語母語話
者の英語学習者のみを対象にした話し言葉の
コーパスや書き言葉のコーパスは、近年多数
収集が行われては来ているが、英語以外を母
語とする多くの国々が、同じ方法で収集した
話し言葉・書き言葉のデータは他に余り見ら
れなかった。既に、日本語母語話者の学習者
の書き言葉については、目標の量を収集済み
で、中国、韓国などと共に ICLE の CD-ROM
の第 2 版として平成 21 年に出版された。ま
た、話し言葉の LINDSEI のデータも、既に
世界の有志国約 11 カ国で CD-ROM として平
成 22 年に出版されており、本研究グループが

収集した日本語母語話者の大学学部上級レベ
ルのコーパスが収められている。 
 
これらのコーパス作成は、英語学習者の中間
言語、第二言語習得、外国語教授法等の多分
野の研究への貢献が期待されていると共に、
e-learning をはじめとして、コンピュータを
利用した学習が広く行われ始めた研究開始当
初の学習環境においては、本研究が目指す
ICLE や LINDSEI 関連のコーパスに基づい
た日本人大学生上級レベルの英語学習者の為
のweb教材とそれを用いた学習教材の作成は、
前例のないものであった。 
 
これまでの語用分析に留まらず、異なる母語
を持つ学習者の語用論的対照研究への発展が
期待され、さらに多くの研究者の有効利用が
望まれている。以上のように、英語学習者の
中間言語研究の分野で、本研究は、国内はも
とより国外においても重要な位置づけを占め
るものと言える。 
 
２．研究の目的 
今回の研究の目的は、以下の 2 点にまとめら
れる。 
 

(1) 第 1 の目的として、既に収集済みの日本
人英語学習者の書き言葉（ICLE Japanese 
sub-corpus ） 及 び 話 し 言 葉 （ LINDSEI 
Japanese sub-corpus）コーパスを更に精査し、
そこにエラータグを付し、その語彙、構造、談
話の特徴を分析し、他の文化圏の英語学習者
コーパスと比較対照研究ができるようなデー
タを整えることをめざした。 
 
書き言葉については ICLE の、話し言葉につ
いては LINDSEI の、標準化されたフォーマ
ットに従って、日本人英語学習者から集めた
英語の作文とインタビューを、トピックや長
さなどの規準に従って更に整理し、それぞれ
にエラータグを付す作業を行なった。 
 
そして、その作業の終了後、これらのデータ
を基に、WordSmith Tools などのコーパス分
析ツールを用いて、語彙、構造、談話の特徴を
分析し、特に語用論的運用力の発達について、
英語母語話者や他の言語・文化圏の英語学習
者の場合と比較対照に取り組んだ。 
 
(2) 第 2 の目的として、(1)項に記した英語母
語話者や ICLE と LINDSEI の他国の英語学
習者のコーパスとの対照研究の結果や、エラ
ータグを付与した日本人学習者コーパスの分
析から明らかになった日本語母語話者の英語
学習者に散見される英語の誤用に基づき、文
法の学習ツールを作成し、web 上で公開する
ことをめざした。 



 
３．研究の方法 
以下の 3 点を中心に、研究を展開した。 
 
(1) 収集済みの ICLE と LINDSEI を再度見 
直し精査する作業を進めた。特に書き言葉の
ICLE に関しては、未公開としていた初級・中
級レベルの日本語母語話者の英語学習者の
sub-corpus (List B) の web 公開に取り組ん
だ。 
 
(2) ICLE 並びに LINDESI のデータに、エ 
ラータグを付ける作業を行った。 

 
(3) タグ付けされた ICLE と LINDSEI の 
Japanese sub-corpora に基づいた学習教材開
発を行ない、web 上に公開した。 
 
４．研究成果 
上記「研究の方法」に基づき得られた研究成
果は、下記の 5 点にまとめられる。 
 
(1) ICLE の Japanese sub-corpus の List B 
を 、 研 究 グ ル ー プ の Web サ イ ト
（http://www.jcorpustokyo.jp）で公開するこ
とができた。 
 
(2) ICLE や LINDSEI の Japanese sub-
corpora にエラータグを付し、前述の Web サ
イトで公開した。 
 
母語話者による誤用のチェックの後、どの様
なエラータグを付与すべきかを研究グループ
内で検討した。そして、日本語母語話者の学
習者における英語の定着度を分析するため、
伝統的な文法カテゴリーに従って分類する方
向で進めることにした。 
 
(3) 上記の ICLE や LINDSEI のエラータグ
付き Japanese sub-corpora を利用し、日本人
英語学習者の特徴的な英語の誤用に基づく
Web 教材を作成し、『学習者コーパスから学ぶ
大学生のための英文法』のタイトルで、前述
の Web サイトにて公開した。 

 
教材の内容は、エラータグのカテゴリーを考 
慮し、1) 動詞（主語との一致）、2) 動詞の時 
制（現在形・過去形、直接話法・間接話法）、 
3) 名詞（数）、4) 冠詞、5) 代名詞、6) 形容 
詞と副詞、7) 助動詞（仮定法と直接法）の 7 
項目にまとめた。 
 
(4) 今回の研究活動の成果として、論文集『日 
本人英語学習者の話し言葉・書き言葉コーパ
スに基づく研究』を研究グループ全員で執筆・
出版した。 

 

(5) これまでの研究成果（ICLE の B List、 
エラータグ付きコーパス、web 学習用教材等）
を掲載できる Web サイトを開設し、今後も継
続的に運営することにした。 
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